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 常任司教委員会  

 

■4 月定例常任司教委員会 
日 時  2022年 4 月 7日（木）10:00-14:00 

場 所  マレラホール 

出席者  委 員 6名  事務局 8名 

 

報 告 

 1. 3 月開催の FABC 中央委員会について 
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 2022 年 3 月 8 日－10 日にハイブリッド形式で開催された FABC 中央委員会に参加した菊地功大司教

から報告が行われた。各部局の委員司教や秘書の改選で、これまで菊地大司教が担当していた

OHD(Office for Human Development）の委員司教として、成井司教が選出された。 

 2. 韓国側の日韓司教交流会担当司教交代について 

 韓国司教協議会事務局長より、3 月 21 日－23 日まで開催された韓国司教協議会春季総会において、

韓国側日韓司教交流会担当司教が以下のとおり交代になった通知が届いた。 

Most Rev. Simon OK Hyun-jin, Auxiliary Bishop of Gwangju (Liaison) 

Most Rev. Timothy YU Gyoung-chon, Auxiliary Bishop of Seoul 

Most Rev. John Bosco CHANG Shin-ho, Auxiliary Bishop of Daegu 

 3. 第 25回日韓司教交流会司教打ち合わせについて 

 2022 年 4 月 5 日に ZOOM による日韓司教交流会担当司教の会合が行われ、本年 11 月 15 日－17 日に

開催予定の交流会の概要が日本側窓口の勝谷司教から報告された。 

 4. 2022年 4 月のカトリック中央協議会新規採用者ならびに人事異動について 

カトリック中央協議会事務局の 2022 年 3 月 31 日付の退職者および 4 月 1 日付の新規採用者、異動者

が報告された。 

 

審 議 

 1. エキュメニズム部門からの提案について 

 シノドスのテーマに関するキリスト教諸派からの意見収集方法として、エキュメニズム部門から提

案された、司教団と聖公会、ルーテル教会、NCC の各教団代表者との懇談会と合同礼拝の実施概要を

承認した。 

 2. 2022 年度聖金曜日の盛式共同祈願に加える意向の例文について 

 典礼委員会から提出された 2022 年度聖金曜日の盛式共同祈願に加える意向の例文を承認した。 

 3. 未成年者と弱い立場におかれている成人の保護のためのガイドライン運用促進部門について 

 本常任司教委員会に提出された「未成年者と弱い立場におかれている成人の保護のためのガイドラ

イン運用促進部門」の設置と同部門の職務分掌を常任司教委員会として承認し、7 月の司教総会に諮

って確定する。 

 4. 未成年者と弱い立場におかれている成人の保護のためのガイドライン関連資料の男子修道会・宣教会

への説明について 

 2022年 2月の司教総会で確定した「未成年者と弱い立場におかれている成人の保護のためのガイド

ライン」関連の資料は、男子修道会・宣教会管区長に説明を行う必要があるため、5月 18 日－20 日に

開催される日本カトリック管区長協議会の総会で、アベイヤ司教から説明を行う。また、初回の各教

区への監査依頼についてのスケジュールを承認した。 

 5. 「ともに生きるために－総合的エコロジーへの取り組み－」改訂作業について 

 本常任司教委員会に提出された「ともに生きるために－総合的エコロジーへの取り組み－」の冊子

案を専門家によるチェックを依頼する段階に進めることを承認した。 

 6. 日本の教会として環境問題に取り組むための事務局体制について 

 日本の教会として環境問題に取り組むためのデスクを、社会福音化推進部に置き、社会系諸委員会

で連携を取りながら対応してく方向性を常任司教委員会として承認し、2022 年 7 月の臨時司教総会に

提案する。 

 7. 日本カトリック会館のリニューアルを検討するプロジェクトについて 

 長期修繕審議会から提案された日本カトリック会館リニューアル・プロジェクトの発足に向けて準

備することを承認した。 

 8. カトリック中央協議会の新年度管理職人事変更について 

 森山信三事務局長が大分教区司教に任命されたことを受け、同事務局長の退任に伴い、新事務局長

が確定するまでの暫定措置として、2022年 4 月 7日付で、事務局長代行を川口薫師に依頼した。また、
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森山師が兼務していた出版部長に原田豊己師を、司教協議会事務部長に川口薫師を任命することを承

認した。 

 9. 他団体の顧問、評議員等に関する森山事務局長の後任選出について 

 森山信三事務局長の退任に伴い、森山師が職務上担っていたカリスの顧問の後任と日本聖書協会の

評議員を川口薫師に依頼した。 

 

 

 社会司教委員会  

 

■事務局会議 
日 時  2022年 4 月 6日（水）16:00-18:00 

場 所  第 3会議室 ハイブリッド会議 

出席者  5名  陪 席 1名 

 

報 告 

 1. ハンセン病問題冊子発行に関わる準備の進捗状況について    

 

審 議  

 1. 社会司教委員会拡大合同会議・第 2回定例委員会を以下のスケジュールで開催する 

日時 5月 17 日（火） 

第一部 社会司教委員会拡大合同会議 13:00-15:00 

第二部 社会司教委員会定例委員会  15:00-17:00 

 2. 社会司教委員会の 2022 年度開催会議日程を確認した 

 3. 司教のための社会問題研修会（2022 年 12月 9 日）の開催について 

今後の準備の段取りを確認した。 

次回 5 月社会司教委員会にてテーマなどのアウトラインについて審議する。 

 4. ハンセン病問題冊子発行に関わる準備の進捗状況と部落差別人権委員会からの提案事項 

冊子作成チームより、 

 5月の定例委員会審議のための準備状況について報告があった。 

冊子の内容はすでに確定しているが、内容をさらに修正したいとの要望があったので、社会司教委員

会に事前に修正案を送り、再修正の可否を諮った上で、次回社会司教委員会定例委員会にて審議を行

うこととする。 

 5. 拡大合同会議 テーマについて 

4 月の社会福音化推進部部会（4月 28日）で部職員から意見を求め、5月 11日の事務局会議にて取り

まとめを行う。 

 

次回事務局会議 5月 11日（水）16:00 

職員秘書拡大合同会議 5月 17日（火）13:00-15:00 

次回定例会議 5月 17日（火）15:00-17:00 
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 典礼委員会  

 

■典礼音楽担当部門 
日 時  2022年 4 月 26日（火）9:00-27日（水）13:00 

場 所  暁星中・高等学校（東京・千代田区） 

出席者  3名 欠席者 1名 

 

審 議 

 1. 新しい「ミサの式次第と奉献文」（2022 年 11 月 27 日から実施）とともに用いる式次第の旋律の検討

を行った。 

 

 

■『ミサ典礼書』改訂委員会 
日 時  2022年 4 月 28日（木）14:00-17:00 

場 所  ウェブ会議 

出席者  5名 

 

審 議 

 1. 共通の部（牧者）の入祭唱・拝領唱の日本語訳を検討した。また、ミサの公式祈願の試用版の今後の

取り扱いについて意見交換した。 

 

 

 カリタスジャパン  

 

■第 2 回 援助部会 
日 時  2022 年 4月 6日（水）9:30-12:00 

場 所  ウェブ会議 

出席者  11名 

 

報 告 

 1.  ウクライナ支援について 

ウクライナ支援について、進捗状況の報告があった。 

 

審 議 

 1. 海外案件 

海外援助申請案件 5 件について審議し、全ての案件を承認した。 

 2.  国内案件 

国内援助申請案件 3 件について審議し、全ての案件を承認した。 

 3.  審査会構成員の選出 

審査会構成員について、援助部会委員 3名を構成員として承認した。 

 4. 年間会議日程の確認 

年間の会議スケジュールについて確認した。 
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■第 2 回 カリタスジャパン委員会・部会合同会議 
日 時  2022年 4 月 26日（火）13:30-16:30 

場 所  ウェブ会議 

出席者  19名 

 

オリエンテーション（新旧委員の交代があったため実施） 

 1. 前責任司教・担当司教の挨拶 

 2. 自己紹介 

 3. カリタスジャパンについての説明 

 4. 分かち合い  

 

報 告 

 1. 人事について 

カリタスジャパン委員会委員、社会福音化推進部部長の人事報告があった。 

 2. 援助部会報告 

今年 1 月から 3 月までの四半期の援助実績について報告があった。 

 3. 啓発部会報告 

中期計画に基づく今年の活動について報告があった。 

 4. 事務局報告 

前会議からの会議や行事について報告があった。 

 

審 議 

 1. 今年の活動 

今年の主な取り組みとスケジュールについて確認した。 

 2. 中期戦略計画 

中期戦略計画についての説明があり、今年度、次期計画の策定があることを確認した。 

 3. 国際カリタス管理基準 

国際カリタス管理基準について説明があり、今年度アセスメントを実施することを確認した。 

 4. 国際カリタスグローバルキャンペーン 

国際カリタスグローバルキャンペーンの概要について説明あり、今後の取り組みについて確認した。 

 5. 国際会議出張について 

2022年 7月 12日～14日、アンマンにて開催予定の国際会議出席のための出張案件について承認した。 

 6. 会議日程 

今後の会議日程鵜について確認した。 

 

■第 2 回 教区担当者実行委員会 
日 時  2022年 4 月 27日（水）10:00-11:30 

場 所  ウェブ会議 

出席者  8名 

 

報 告 

 1. 国際カリタスグローバルキャンペーン 

4月 26日に実施したカリタスジャパン委員会、部会合同会議（参照：本号会報「カリタスジャパン委

員会、部会合同会議」）の会議内容から、国際カリタスグローバルキャンペーンの概要について報告と
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説明を行った。 

 

審 議 

 1. 国際カリタスグローバルキャンペーン「トゥギャザー ウィ」について 

1)  キャンペーンの進め方、スケジュール、教区担当者会との連携について意見交換を行った。 

2)  6 月以降に、各管区ごとでのミーティングを行い、概要説明と教区での展開について意見交換を行

うことを確認した。 

 

■第 3 回援助審査会議 
日 時  2022年 5 月 6日（金）13:30-16:00 

場 所  ウェブ会議 

出席者  7名 

 

報 告 

 1. 募金について 

ウクライナ募金の進捗状況等について報告があった。 

 

審 議 

 1. 海外案件について 

海外援助申請案件 2 件について審査し、2 件とも継続審議とした。 

 2. 審議手順の確認 

援助申請案件の審議の手順について確認した。 

 3. 国内援助方針の見直し 

新たな国内援助方針検討のスケジュールと手順について確認した。 

 4. 国際会議・視察 

国際会議・視察についての必要事項について確認した。 

 5. 会議日程 

今年度の会議日程について確認した。 

 

 

 難民移住移動者委員会  

 

■第 3 回全国担当者・ネットワーク情報交換会 
日 時  2022年月 4 月 7日（木） 14:00-15:00 

場 所  ウェブ会議 

出席者  15名 

 

各地での言語別共同体の状況、支援活動状況や課題が分かち合われた。4月には各地でミサがほぼ再開した。

聖堂内で距離を取れるよう人数制限しながらミサと祈りを継続していること、会社の寮を追い出されたベト

ナム人技能実習生を帰国まで教会で受け入れていること、ウクライナのための祈りと献金呼びかけや受け入

れに向けての情報共有、小教区主催の外国人相談会への協力、技能実習から特定技能に移行した人からの相

談対応について、言語別司牧担当者の異動情報、外国語による四旬節黙想会実施報告、ミャンマーの水かけ

祭りが教会を会場に開催されたこと、総領事代理として刑務所に外国ルーツの受刑者を訪問したケースとい

った報告があった。 
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アドボカシー啓発プロジェクト関連では、収容問題と秋にも再提出されるのではと言われている入管法改定

問題、技能実習制度の見直し、ウクライナとアフガニスタンやミャンマー等ほかの国籍の人の日本政府によ

る緊急対応や受け入れ状況の格差について話し合われた。 

 

 

■第 4 回事務局会議 
日 時  2022年 4 月 7日（木）15:00-17:00 

場 所  ウェブ会議 

出席者  8名 

 

報 告 

 1.  人身取引問題に取り組む部会（タリタクム日本）報告 

 2.  船員司牧部会（ステラマリス日本）報告 

 3.  2022 年度社会司教委員会出前研修について 

 4.  教皇庁移住者難民部門が 3月に発行した新しい司牧指針への対応について 

 

審 議 

 1.  次回定例委員会で行われる新委員のためのオリエンテーション企画を検討した。 

 2.  日本政府の避難民受け入れと、教会の難民移住移動者司牧支援について意見交換を行った。委員会と

してメッセージを準備する。 

 3.  援助金審査 1 件：新型コロナ・ベトナム人技能実習生ホットラインで相談を受け、継続対応している

相談者への支援を決定した。 

 4.  J-CaRM News No. 9（6 月発行）の台割を確認した。 

 

 

 正義と平和協議会  

 

■事務局会議 
日 時  2022年 3 月 29日（金）13:00-16:30 

場 所  ウェブ会議 

出席者  7名 

 

報 告 

 1.  業務進捗状況報告 

・映画『標的』上映会とトーク（5 月 14日） 

・JP ブックレット Vol.10 正義と平和小論集 作業進捗状況 

 2.  全国会議（3月 4 日-5 日） 参加者からのアンケートをもとにふりかえる。 

 3.  部会活動報告 

 4. 事業報告 

「ウクライナを覚えて平和を祈る」ためのオンライン祈祷会 

日時 3月18日（金）20:00-20:45 

共催 日本キリスト教協議会、平和を実現するキリスト者ネット、日本カトリック正義と平和協議会 

参加者 270人  

ウェイン・バーント司教が祈りの一部を担当した。 
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 5.  今後の予定 

・第 8 回日韓脱核巡礼 

 

審 議  

 1. 日韓プラットフォーム主催の青年フォーラム（2022年 8 月韓国で実施）の参加者推薦について検討し

た。 

 2.  ウクライナへのロシア侵攻への対応について 

改憲対策部会で松浦悟郎司教と中野晃一さん（上智大学教員）のウェブ対談の企画が提案された。 

3月18日（金）の「ウクライナを覚えて平和を祈る」ためのオンライン祈祷会の反省会で、次回祈りの

会の際、ウェブ対談のプログラムを提案する。 

 3.  正義と平和協議会の新体制にあたり、優先課題を検討する必要がある。次回事務局会議で討議する。 

 

 

■事務局会議 
日 時  2022年 4 月 26日（火）11:00-15:00 

場 所  日本カトリック会館 会議室 2 

出席者  7名 

 

報 告 

 1. 事業報告 

第2回「ウクライナを覚えて平和を祈る」ためのオンライン祈祷会 

日時 4月19日（火）20:30-21:30 

共催 日本キリスト教協議会、平和を実現するキリスト者ネット、日本カトリック正義と平和協議会 

参加者 130人  

祈祷会プログラムの中に中野晃一さん（上智大学教授）と松浦悟郎司教（ピース９の会呼びかけ人）

の対談を入れた。 

 2. 業務進捗状況報告 

 3. 部会活動報告 

 

審 議 

 1.  正義と平和協議会の優先課題を分かち合い、今後の活動を検討した。 

優先課題は多岐にわたるが、特に今、ウクライナへの武力侵攻に関する「オンラインでの分かち合い

の集い」の企画を次回定例委員会で提案する。 

 2.  次回定例委員会の議案について 

 

 

 日本キリスト教連合会(日キ連)  

 

■2021 年度第 5 回常任委員会 
日 時  2022年 4 月 5日（火）10:00-11:00 

会 場  ウェブ会議 

出席者  6名 
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報 告 

 1. 日本宗教連盟（日宗連） 

3/18 宗務課による被包括法人の単立法人化問題について協議した。 

防災・減災への取り組みが進んでいる状況が報告された。 

文化庁主催の宗教法人事務研修会は全会場中止された。 

 2. 東京都宗教連盟（都宗連） 

常任委員会報告（道家委員、赤間さん） 

防災対策連絡会・地域貢献として行われる事業に対する固定資産税の問題 

 3. 事務局 

HP のリニューアルが完成した。 

 

審 議 

 1. 退会について 

宗教法人 城山キリスト教会  議場はこれを承認した。 

 2. 総会について 

2021 年度決算、会計監査、2022年度活動計画、2022 年度予算について承認した。 

2022-2023年度の会計監査は前任当番教会が行う。（次期はルーテル教会とする）。 

当番教会が日本アッセンブリーズ・オブ・ゴッド教団になることを確認した。 

交代に伴い、引継ぎを 4月 28日（木）午前中 市ヶ谷センターで行う 

2024 年度以降は、これまでの順番を確認しつつ検討課題とする。 

 3. 2022 年度の「キリスト教宗教法人のための法人事務・会計実務研修会」について 

10/19 櫻井圀郎法務顧問（法規）午前 10 時-午後 3 時（2講義） 

10/20 長岡淳三税理士（会計）午前 10 時-午後 3 時（2講義） 

 4. その他 

HP について－当番教会交代に伴い、挨拶を土屋潔新委員長に依頼 

会報について－5月発行の会報の巻頭言を土屋潔新委員長に依頼（総会報告を中心に編集） 

 

次回日程【2022 年度総会】2021年 4月 21日（木）総会 9:45-10:15、講演会 10:30-12:00 

【2022 年度第１回常任委員会】2022 年 6月 17日（金）10:00-12:00 

 

 

 HIV/AIDS デスク  

 
■事務局会議 
日 時  2022年 3 月 28日（月）13:30-14:30 

場 所  ウェブ会議 

出席者  6名 

 

承認事項 

2022 年度 第 1 回事務局会議議事録案（1月 17日） 

次回の定例会議の審議・報告内容および資料等の確認を行なった。 

 

次回会議日程  2022年 6月 7 日 (火) 13:30-14:30 
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■定例会議 
日 時  2022年 4 月 12日（火）14:00-16:00 

場 所  ウェブ会議 

出 席  12名 

 

承認事項 

 1. 2022 年度第１回定例会議議（2 月 8日）事録案 

 2. 社会司教委員会職員・秘書合同会議への議案提出は行わないこととなった。 

 

報 告 

 1. 2022 年度 委員、専門委員、アドバイザー就任について  

 2. 2021 年度決算  

 3. 2022 年度出前研修メニュー  

 4. 小冊子改訂版「HIV/AIDSについて話したことがありますか」文言修整について 

 5. 2022 年度行事予定確認 

 6. ホームページ更新状況 

 7. その他 

 

審 議 

 1. 第８回公開勉強会 10月 1日（土） 

 2. アドバイザー推薦について 

 3. 啓発品の追加作成について 

 4. 内規案修整  

 

 次回会議日程 2022年 6月 21日（火） 13:30-15:30 

 

 

 中央協議会事務局  

 

■総務 
6 月会議予定 

2 日(木) 常任司教委員会 日本カトリック会館 

7 日(火) HIV/AIDS デスク事務局会議（ウェブ会議） 〃 

21 日(火) HIV/AIDS デスク定例会議（ウェブ会議） 〃 
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<会報 2022 年 6 月号 公文書>

ともに耳を傾け、ともに歩もう ～2022 年ラウダート・シ週間にあたって～ 
日本カトリック司教協議会 会長談話（日本語） 
（https://www.cbcj.catholic.jp/2022/05/06/24572/） 

ともに耳を傾け、ともに歩もう ～2022 年ラウダート・シ週間にあたって～ 
日本カトリック司教協議会 会長談話（英語） 
LISTENING AND JOURNEYING TOGETHER — Laudato Si’ Week 2022 

（https://www.cbcj.catholic.jp/2022/05/09/24583/） 

2022 年「世界召命祈願の日」教皇メッセージ 
（https://www.cbcj.catholic.jp/2022/05/18/24639/） 

法務大臣宛司教要請文：日本を故郷と思っている子どもたちとその家族を 
追い出さないでください 一人でも多くの人に在留特別許可を与えてください（日本語） 
（https://www.cbcj.catholic.jp/2022/05/06/24572/） 

法務大臣宛司教要請文：日本を故郷と思っている子どもたちとその家族を 
追い出さないでください 一人でも多くの人に在留特別許可を与えてください（英語） 
INSTEAD OF DEPORTING CHILDREN AND THEIR FAMILIES FOR WHOM JAPAN IS HOME, 

GRANT SPECIAL RESIDENCE PERMITS TO AS MANY AS POSSIBLE 

（https://www.cbcj.catholic.jp/2022/05/09/24583/） 

包括的で公正な難民保護制度の確立を――難民移住移動者委員会 
（https://www.cbcj.catholic.jp/2022/05/27/24681/） 

「船員の日」メッセージ 2022 年（日本語） 
（https://www.cbcj.catholic.jp/2022/06/02/24701/） 
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「船員の日」メッセージ 2022 年（英語） 
SEA SUNDAY 2022 MESSAGE 

（https://www.cbcj.catholic.jp/2022/06/02/24704/） 
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	≪2022年6月号（599号）≫
	常任司教委員会
	■4月定例常任司教委員会
	報　告


	1.　 3月開催のFABC中央委員会について 　2022年3月8日－10日にハイブリッド形式で開催されたFABC中央委員会に参加した菊地功大司教から報告が行われた。各部局の委員司教や秘書の改選で、これまで菊地大司教が担当していたOHD(Office for Human Development）の委員司教として、成井司教が選出された。
	2.　 韓国側の日韓司教交流会担当司教交代について 　韓国司教協議会事務局長より、3月21日－23日まで開催された韓国司教協議会春季総会において、韓国側日韓司教交流会担当司教が以下のとおり交代になった通知が届いた。
	3.　 第25回日韓司教交流会司教打ち合わせについて 　2022年4月5日にZOOMによる日韓司教交流会担当司教の会合が行われ、本年11月15日－17日に開催予定の交流会の概要が日本側窓口の勝谷司教から報告された。
	4.　 2022年4月のカトリック中央協議会新規採用者ならびに人事異動について カトリック中央協議会事務局の2022年3月31日付の退職者および4月1日付の新規採用者、異動者が報告された。
	審　議

	1.　 エキュメニズム部門からの提案について 　シノドスのテーマに関するキリスト教諸派からの意見収集方法として、エキュメニズム部門から提案された、司教団と聖公会、ルーテル教会、NCCの各教団代表者との懇談会と合同礼拝の実施概要を承認した。
	2.　 2022年度聖金曜日の盛式共同祈願に加える意向の例文について 　典礼委員会から提出された2022年度聖金曜日の盛式共同祈願に加える意向の例文を承認した。
	3.　 未成年者と弱い立場におかれている成人の保護のためのガイドライン運用促進部門について 　本常任司教委員会に提出された「未成年者と弱い立場におかれている成人の保護のためのガイドライン運用促進部門」の設置と同部門の職務分掌を常任司教委員会として承認し、7月の司教総会に諮って確定する。
	4.　 未成年者と弱い立場におかれている成人の保護のためのガイドライン関連資料の男子修道会・宣教会への説明について 　2022年2月の司教総会で確定した「未成年者と弱い立場におかれている成人の保護のためのガイドライン」関連の資料は、男子修道会・宣教会管区長に説明を行う必要があるため、5月18日－20日に開催される日本カトリック管区長協議会の総会で、アベイヤ司教から説明を行う。また、初回の各教区への監査依頼についてのスケジュールを承認した。
	5.　 「ともに生きるために－総合的エコロジーへの取り組み－」改訂作業について 　本常任司教委員会に提出された「ともに生きるために－総合的エコロジーへの取り組み－」の冊子案を専門家によるチェックを依頼する段階に進めることを承認した。
	6.　 日本の教会として環境問題に取り組むための事務局体制について 　日本の教会として環境問題に取り組むためのデスクを、社会福音化推進部に置き、社会系諸委員会で連携を取りながら対応してく方向性を常任司教委員会として承認し、2022年7月の臨時司教総会に提案する。
	7.　 日本カトリック会館のリニューアルを検討するプロジェクトについて 　長期修繕審議会から提案された日本カトリック会館リニューアル・プロジェクトの発足に向けて準備することを承認した。
	8.　 カトリック中央協議会の新年度管理職人事変更について 　森山信三事務局長が大分教区司教に任命されたことを受け、同事務局長の退任に伴い、新事務局長が確定するまでの暫定措置として、2022年4月7日付で、事務局長代行を川口薫師に依頼した。また、森山師が兼務していた出版部長に原田豊己師を、司教協議会事務部長に川口薫師を任命することを承認した。
	9.　 他団体の顧問、評議員等に関する森山事務局長の後任選出について 　森山信三事務局長の退任に伴い、森山師が職務上担っていたカリスの顧問の後任と日本聖書協会の評議員を川口薫師に依頼した。
	社会司教委員会
	■事務局会議
	報　告


	1.　 ハンセン病問題冊子発行に関わる準備の進捗状況について
	審　議

	1.　 社会司教委員会拡大合同会議・第2回定例委員会を以下のスケジュールで開催する 日時　5月17日（火） 第一部　社会司教委員会拡大合同会議　13:00-15:00 第二部　社会司教委員会定例委員会　　15:00-17:00
	2.　 社会司教委員会の2022年度開催会議日程を確認した
	3.　 司教のための社会問題研修会（2022年12月9日）の開催について 今後の準備の段取りを確認した。 次回5月社会司教委員会にてテーマなどのアウトラインについて審議する。
	4.　 ハンセン病問題冊子発行に関わる準備の進捗状況と部落差別人権委員会からの提案事項 冊子作成チームより、 　5月の定例委員会審議のための準備状況について報告があった。 冊子の内容はすでに確定しているが、内容をさらに修正したいとの要望があったので、社会司教委員会に事前に修正案を送り、再修正の可否を諮った上で、次回社会司教委員会定例委員会にて審議を行うこととする。
	5.　 拡大合同会議　テーマについて 4月の社会福音化推進部部会（4月28日）で部職員から意見を求め、5月11日の事務局会議にて取りまとめを行う。
	次回事務局会議     5月11日（水）16:00
	職員秘書拡大合同会議 5月17日（火）13:00-15:00
	次回定例会議 5月17日（火）15:00-17:00
	典礼委員会
	■典礼音楽担当部門
	審　議


	1.　 新しい「ミサの式次第と奉献文」（2022年11月27日から実施）とともに用いる式次第の旋律の検討を行った。
	■『ミサ典礼書』改訂委員会
	審　議


	1.　 共通の部（牧者）の入祭唱・拝領唱の日本語訳を検討した。また、ミサの公式祈願の試用版の今後の取り扱いについて意見交換した。
	カリタスジャパン
	■第2回 援助部会
	報　告


	1.　  ウクライナ支援について
	審　議

	1.　 海外案件 海外援助申請案件5件について審議し、全ての案件を承認した。
	2.　  国内案件 国内援助申請案件3件について審議し、全ての案件を承認した。
	3.　  審査会構成員の選出 審査会構成員について、援助部会委員3名を構成員として承認した。
	4.　 年間会議日程の確認 年間の会議スケジュールについて確認した。
	■第2回　カリタスジャパン委員会・部会合同会議
	オリエンテーション（新旧委員の交代があったため実施）


	1.　 前責任司教・担当司教の挨拶
	2.　 自己紹介
	3.　 カリタスジャパンについての説明
	4.　 分かち合い
	報　告

	1.　 人事について カリタスジャパン委員会委員、社会福音化推進部部長の人事報告があった。
	2.　 援助部会報告 今年1月から3月までの四半期の援助実績について報告があった。
	3.　 啓発部会報告 中期計画に基づく今年の活動について報告があった。
	4.　 事務局報告 前会議からの会議や行事について報告があった。
	審　議

	1.　 今年の活動 今年の主な取り組みとスケジュールについて確認した。
	2.　 中期戦略計画 中期戦略計画についての説明があり、今年度、次期計画の策定があることを確認した。
	3.　 国際カリタス管理基準 国際カリタス管理基準について説明があり、今年度アセスメントを実施することを確認した。
	4.　 国際カリタスグローバルキャンペーン 国際カリタスグローバルキャンペーンの概要について説明あり、今後の取り組みについて確認した。
	5.　 国際会議出張について 2022年7月12日～14日、アンマンにて開催予定の国際会議出席のための出張案件について承認した。
	6.　 会議日程 今後の会議日程鵜について確認した。
	■第2回　教区担当者実行委員会
	報　告


	1.　 国際カリタスグローバルキャンペーン 4月26日に実施したカリタスジャパン委員会、部会合同会議（参照：本号会報「カリタスジャパン委員会、部会合同会議」）の会議内容から、国際カリタスグローバルキャンペーンの概要について報告と説明を行った。
	審　議

	1.　 国際カリタスグローバルキャンペーン「トゥギャザー　ウィ」について
	1)  キャンペーンの進め方、スケジュール、教区担当者会との連携について意見交換を行った。
	2)  6月以降に、各管区ごとでのミーティングを行い、概要説明と教区での展開について意見交換を行うことを確認した。
	■第3回援助審査会議
	報　告


	1.　 募金について ウクライナ募金の進捗状況等について報告があった。
	審　議

	1.　 海外案件について 海外援助申請案件2件について審査し、2件とも継続審議とした。
	2.　 審議手順の確認 援助申請案件の審議の手順について確認した。
	3.　 国内援助方針の見直し 新たな国内援助方針検討のスケジュールと手順について確認した。
	4.　 国際会議・視察 国際会議・視察についての必要事項について確認した。
	5.　 会議日程 今年度の会議日程について確認した。
	難民移住移動者委員会
	■第3回全国担当者・ネットワーク情報交換会
	■第4回事務局会議
	報　告


	1.　  人身取引問題に取り組む部会（タリタクム日本）報告
	2.　  船員司牧部会（ステラマリス日本）報告
	3.　  2022年度社会司教委員会出前研修について
	4.　  教皇庁移住者難民部門が3月に発行した新しい司牧指針への対応について
	審　議

	1.　  次回定例委員会で行われる新委員のためのオリエンテーション企画を検討した。
	2.　  日本政府の避難民受け入れと、教会の難民移住移動者司牧支援について意見交換を行った。委員会としてメッセージを準備する。
	3.　  援助金審査1件：新型コロナ・ベトナム人技能実習生ホットラインで相談を受け、継続対応している相談者への支援を決定した。
	4.　  J-CaRM News No. 9（6月発行）の台割を確認した。
	正義と平和協議会
	■事務局会議
	報　告


	1.　  業務進捗状況報告
	2.　  全国会議（3月4日-5日）　参加者からのアンケートをもとにふりかえる。
	3.　  部会活動報告
	4.　 事業報告 「ウクライナを覚えて平和を祈る」ためのオンライン祈祷会
	5.　  今後の予定
	審　議

	1.　 日韓プラットフォーム主催の青年フォーラム（2022年8月韓国で実施）の参加者推薦について検討した。
	2.　  ウクライナへのロシア侵攻への対応について 改憲対策部会で松浦悟郎司教と中野晃一さん（上智大学教員）のウェブ対談の企画が提案された。 3月18日（金）の「ウクライナを覚えて平和を祈る」ためのオンライン祈祷会の反省会で、次回祈りの会の際、ウェブ対談のプログラムを提案する。
	3.　  正義と平和協議会の新体制にあたり、優先課題を検討する必要がある。次回事務局会議で討議する。
	■事務局会議
	報　告


	1.　 事業報告
	2.　 業務進捗状況報告
	3.　 部会活動報告
	審　議

	1.　  正義と平和協議会の優先課題を分かち合い、今後の活動を検討した。 優先課題は多岐にわたるが、特に今、ウクライナへの武力侵攻に関する「オンラインでの分かち合いの集い」の企画を次回定例委員会で提案する。
	2.　  次回定例委員会の議案について
	日本キリスト教連合会(日キ連)
	■2021年度第5回常任委員会
	報　告


	1.　 日本宗教連盟（日宗連）
	2.　 東京都宗教連盟（都宗連）
	3.　 事務局 HPのリニューアルが完成した。
	審　議

	1.　 退会について 宗教法人　城山キリスト教会　　議場はこれを承認した。
	2.　 総会について
	3.　 2022年度の「キリスト教宗教法人のための法人事務・会計実務研修会」について
	4.　 その他
	HIV/AIDSデスク
	■事務局会議
	承認事項

	■定例会議
	承認事項


	1.　 2022年度第１回定例会議議（2月8日）事録案
	2.　 社会司教委員会職員・秘書合同会議への議案提出は行わないこととなった。
	報　告

	1.　 2022年度 委員、専門委員、アドバイザー就任について
	2.　 2021年度決算
	3.　 2022年度出前研修メニュー
	4.　 小冊子改訂版「HIV/AIDSについて話したことがありますか」文言修整について
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